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1  概要 

DDFB044-18-2-S(以下、本電源)はデジタル制御電源装置の制御回路に安定した電力を供

給するためのマルチ出力電源です。各々絶縁された出力を搭載しているため、電力変換装置

の入力部、出力部と絶縁された電力を供給することができます。四隅の丸穴にて取付金具で

の固定ができます。 

 

2  安全上の注意 

・本書は電源装置に関する電気的知識を有する方を前提に説明しています。 

・結線は極性を間違えると部品の発火、発熱、破裂を起こす危険があります。マニュアルを

よく確認のうえ、誤配線のないようご注意ください。 

・入力電圧は仕様の範囲内の電圧を印加してください。 

・出力に接続する負荷がそれぞれの出力に流れる電流が仕様の範囲を超えないように使用

してください。 

・仕様に記載された使用温度、保存温度での使用、保存をしてください。 

・本電源の充電部に触れますと感電等の重大なけがをする恐れがあります。通電中、通電終

了直後は本電源に触れないよう十分ご注意ください。 

・配線作業等、本電源に触れるような作業の前には必ず通電されていないことを確認し、各

端子に電圧が発生していないことを確認してください。 

・部品のリード端子等で怪我のないようご注意ください。 

・使用中に異音、異臭、発煙、発火等の異常がありましたら直ちに電力の供給を遮断して使

用を中止してください。 

・使用前に電解コンデンサの液漏れ等の異常を発見した時は使用をしないで下さい。 

・その他、異常と判断されたら使用を中止してください。 

・本電源は安全規格の全てを満足するものではありません。製品の品質、安全性には万全を

期しておりますが、使用の前に必要な評価試験を実施してください。 
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3 ブロック図 

 

図 1  本電源ブロック図 

 

4 端子機能 

 

J1-1 +18VP 18V出力  GNDB、GNDC と絶縁 

J1-2 未接続  

J1-3 DC INPUT 入力用端子  GNDB、GNDCと絶縁 

J1-4 未接続  

J1-5 GND A 入力と+18VP共通の GND 

J2-1 +8VS 8V出力  GNDA、GNDB と絶縁 

J2-2 GND C +8VSの GND 

J2-3 未接続  

J2-4 +12VS 12V出力  GNDA、GNDC と絶縁 

J2-5 +5VS 5V出力  GNDA、GNDC と絶縁 

J2-6 GND B +12VS、+5VS共通の GND 

表 1  端子と機能の対応 

 

 

J1,J2には基板裏面にピンソケットが実装されます。(11項) 
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5 結線方法 

結線方法として、ここでは表 2、図 2のような使用例を示します。 

注意:+5VSと+12VSの電流は二系統の和が 0.7Aを超えないようにご使用ください。 

 

+18VP FETドライバ駆動電源、入力電圧検出部 

+5VS 制御部 

+12VS FETドライバへのゲート信号、FAN電源 

+8VS 出力電圧電流検出部(絶縁アンプ用電源等) 

表 2  本電源の使用例 

 

J1-3(DC INPUT)に DC電源のプラス端子を、J1-5(GND A)にマイナス端子を接続しま

す。 

+18VPを FETドライバの駆動電源に使用するために J1-1(+18VP)と J1-5(GND A)を

FETドライバの電源に接続します。さらに、+18VPから入力電圧検出部に使用する絶縁

アンプの一次側へ電力を供給するために J1-1(+18VP)を三端子レギュレータに接続し絶縁

アンプの電源電圧に落とします。絶縁アンプの一次側 GNDは J1-5(GND A)に接続しま

す。 

+8VSから出力電圧検出部に使用する絶縁アンプの一次側へ電力を供給するために J2-

1(+8VP)を三端子レギュレータに接続し絶縁アンプの電源電圧に落とします。絶縁アンプ

の一次側 GNDは J2-2(GND C)に接続します。 

+12VSを FANの電源に使用するには、J2-4(+12VS),J2-6(GND B)と FANの間に突入

電流防止回路を挿入します。+12VSが突入電流のために電圧が瞬間的に低下すると+5VS

の電圧も下がり、+5VSより電力の供給を受ける制御回路が誤動作する恐れがあります。

+12VSは制御部から FETドライバへのゲート信号を 3.3Vや 5Vよりも電圧が高く、ノイ

ズに強い 12Vの信号にするために使用します。トランジスタのエミッタに接続された抵抗

の FETドライバ側のコンデンサに 12Vを印加します。コンデンサの FETドライバ側に

J2-4(+12VS)を接続し、抵抗側に J2-6(GND B)を接続します。図 2のように接続すればゲ

ート信号は 12Vの信号として FETドライバに伝送されます。 

+5VSは制御回路の各種 IC等の電源として使用します。J2-6(GND B)を制御回路の

GNDとし、J2-5(+5VS)を入出力の電圧検出に用いるアイソレータの二次側の電源や、そ

の他 ICの電源に接続します。 
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図 2  本電源を入出力が絶縁された DC/DC コンバータに使用する回路例 
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6  仕様 

*1～*5は下表の測定条件。実際の条件での動作は使用前にご確認ください。 

 

 

項目 

 一次側出力 二次側出力 

出力端子 J1-1(+18VP) J2-1(+8VS) J2-4(+12VS) J2-5(+5VS) 

GND端子 J1-5 J2-2 J2-6 

 

入

力 

定格入力電圧範囲 DC100 V ― 400 V 

定格入力電流範囲 160 mA(最低入力電圧時) ― 35 mA(最高入力電圧時) 

無負荷電力(*1)                     Typ. 120mW 

効率(*2) Typ. 81% 

 

 

 

出

力 

直流電圧(*3) 19 V 10 V 12 V 5 V 

精度(*3) ±3 % ±10 % ±3 % ±3 % 

入力変動(*3) ±3 % ±10 % ±0.1 % ±0.3 % 

負荷変動(*4) 図 5、6 図 7、8 ±2 % ±4 % 

リプル(*3) 50 mV 10 mV 100 mV 1 mV 

立上時間(*5) 5 ms 

最大電流 0.2 A 0.01 A 0.5 A(*7) 0.3 A(*7) 

最大電力 3.8 W 0.1 W 6 W(*7) 1.5 W(*7) 

最大総電力 11 W(*6) 

温

度 

動作温度 -10 ℃― 50 ℃ 

保存温度 -10 ℃― 50 ℃ 

絶

縁 

耐電圧 入力-出力 AC 2 kV 1分間     出力-出力  AC 500 V 1分間 

絶縁抵抗 入力-出力、出力-出力      DC500V 10MΩ以上 

P-S間距離 6mm以上 

運転時間 連続 

冷却方式 自然空冷 

寸法 図 4(9頁)参照 

重量 45 g 

*1  入力電圧 DC380V、周囲温度 25℃～30℃にて測定。 

*2  負荷は表 3(8頁)の C、入力電圧 380V、周囲温度 25℃～30℃にて測定。 

*3  負荷は表 3(8頁)の A、B、入力電圧は DC85V、DC380V、DC400V、周囲温度 25℃～

30℃にて測定。 

*4  +18VPと+8VSは 10項(13、14頁)の図 5、6、7、8を参照。+12VSと+5VSは入力電

圧 380V、負荷は無負荷と表 3(8頁)の C、D、周囲温度 25℃～30℃で測定。 
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*5  出力電圧が落ち着く値の 10%から 90%に到達する時間(図 3)。負荷は表 3の E、入力電

圧は 380V、周囲温度 25℃～30℃にて測定。 

 

図 3  立上り波形。ΔTが立上時間。 

*6  12VSの最小電流は 0.05Aです。最大総電力は各々の最大電力の合計ではありませ

ん。+12VSと+5VSの電流の和が 0.7Aを超えないように使用してください。ここに掲載

する最大総電力は+12VSに 0.5 A、+5VSに 0.2 Aを流す場合の値です。 

表 3  負荷条件 

負荷条件 18VP 8VS 12VS 5VS 

A 0.1 A 0.01 A 0.5 A 0.2 A 

B 0.1 A 0.01 A 0.4 A 0.3 A 

C 0.1 A 0.01 A 0.5 A 0.5 A 

D 0.05 A 0.005 A 0.25 A 0.25 A 

E 0.2A 0.01A 0.5A 0.3A 
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図 4  外形図(小さい部品は省略)。寸法と穴位置。ソケット位置詳細は図 10(15頁)参照。 
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7  使用上の注意 

 

7.1  一次側 18V(+18VP) 

+18VPの出力電圧は本出力の負荷、他の出力の負荷によって 10項(13頁)の図 5、6 のよ

うに変動します。18V での使用を可能にするため出力電圧は高めになっています。定電圧

で使用をする必要がある場合は別途安定化対策を施してください。図 2 の使用例では三端

子レギュレータを使用しています。図 2の使用例のように本端子に FETドライバを接続す

る場合は FETドライバが消費する電力、FETのゲートに供給する電力が本端子の最大電力

を超えないよう考慮して使用してください。 

 

7.2  二次側 5V(+5VS) 

安定した 5Vの電圧を出力します。図 2の使用例では制御回路の電源として使用していま

す。制御回路の全電流が定格電流を超えないように設計、部品選定をしてください。 

 

7.3  二次側 12V(+12VS) 

安定した 12V の電圧を出力します。図 2 の使用例では FAN電源、制御回路から 3.3V～

5V で出力されるゲート信号を 12V の信号へ強化するために使用しています。FAN の使用

電力、FETドライバの信号入力部の仕様に注意して使用します。FANを接続する際には突

入電流を制限できるような回路を挿入します。10項(15頁)の図 9に例を示します。FANの

駆動をフォトカプラで ON,OFF できるようになっています。フォトカプラが ONになると

Tr1にベース電流が流れ、Tr1のコレクタ電流が FANに流れます。FANに流れる電流が大

きく、R1 での電圧降下がおおよそ 0.6V になると Tr2 にベース電流が流れ、Tr2 のコレク

タ電流が R2 を流れます。Tr1 のベース電位がエミッタ電位よりおおよそ 0.6V 低くなるよ

うにR2に電流が流れるので、Tr2のコレクタ電流が少しでもR2に流れるようになるとTr1

のベース電流が小さくなり、Tr1のコレクタ電流を小さくします。このようにして+12VSの

電流を制限します。 

 

7.4  二次側 8V(+8VS) 

+8VS の出力電圧は本出力の負荷、他の出力の負荷によって 10 項(14 頁)の図 7、8 のよ

うに変動します。5Vでの使用を可能にするため出力電圧は高めになっています。定電圧で

使用する必要がある場合は別途安定化対策を施してください。図 2 の使用例では三端子レ

ギュレータを使用しています。 
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8 回路図 

 

*図面では一次側+18Vの端子を+12Vと表記してあります。 



12 

 

9 部品表 

記号 部品名 型式 

C1 フィルムコンデンサ 0.1μ 630V 

C2 セラミックコンデンサ 1000p 50V 

C3 セラミックコンデンサ 0.01μ 50V 

C4 フィルムコンデンサ 0.01μ 630V 

C5,C6,C8,C9,C10 電解コンデンサ 100μ 35V 

C11 電解コンデンサ 680μ 10V 

C7 セラミックコンデンサ 1000p AC250V  X1Y1認定品 

C12,C13 セラミックコンデンサ 0.1μ 50V 

C15 セラミックコンデンサ 0.22μ 50V 

C14 電解コンデンサ 100μ 25V 

R1,R2,R3,R4 抵抗 1M 1/8W 

R5 抵抗 330K 1/10W 

R6 金属皮膜抵抗 1Ω 1W 

R7 酸化金属皮膜抵抗 330K 1W 

R8 ジャンパー線 Φ0.5錫メッキ 

R9 抵抗 3.3K 1/10W 

R10 抵抗 1K 1/10W 

R11 抵抗 10K 1/10W 

R12 抵抗 1.5K 1/10W 

R13 抵抗 100Ω 1/10W 

R14 抵抗 3K 1/10W 

D1 ダイオード EG01C 

D2,D3,D4,D5,D6 ダイオード SBR1U150A-13 

ZD1 ツェナーダイオード UDZV5.1B 

U1 IC STR-A6079M 

U2 IC NJM431U 

U3 3端子レギュレータ TA48M05F 

PC1 フォトカプラ PS2501L-1D 

TR1 トランス TR046A 

J1 ピンソケット FHU-1x5 1列 5ピン 2.54mmピッチ 

J2 ピンソケット FHU-1x6 1列 6ピン 2.54mmピッチ 

*部品定数は改良のため予告なく変更する場合があります。 
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10 図、グラフ 

図 5 - 8   測定例 

図 9  回路例 

 

図 5  +12VSの負荷毎の 380V入力における+18VPの電圧-電流特性 

 

 

図 6  +12VSの負荷毎の 100V入力における+18VPの電圧-電流特性 
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図 7  +5VSの負荷毎の 380V入力における+8VSの電圧-電流特性 

 

 

 

 

図 8  +5VSの負荷毎の 100V入力における+8VSの電圧-電流特性 
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図 9  FAN駆動時の突入電流を制限する定電流回路 

 

11 端子位置 

 

 

図 10  基板寸法とソケット位置 
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図 11  基板裏面に実装されるピンソケット 
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図 12  本電源に適合するピンヘッダ 


